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1はじめに
　オリジナル資料である自筆楽譜がすべて失われた「カ
ンタータ」第 50 番 BWV 50《 Nun ist das Heil und die 
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A kindly consideration to the young in works of J.S.Bach
古瀬　徳雄
要約：バッハ（Johann Sebastian Bach 1685～1750）の偉大な声楽作品には,「カンタータ」が大部分を占める．「カ
ンタータ」第 50 番 BWV50《 Nun ist das Heil und die kraft いまや救いと力が現れたり 》は , 多くの謎に包
まれている．作品を伝える資料は第１曲の二重合唱とオーケストラのための合唱曲だけである．さらに二重
合唱の形態を取る曲は , 約 200 曲以上のカンタータの中でこの《BWV 50》だけである．自筆原譜の存在が不
明であることから , 残っていた写本を元に現在出版されているが , その際に編曲したものと言われ , その編曲
がバッハ自身によるものか , 息子たちによるものか , 元は５声部の合唱曲ではないかといった諸説がある．さ
らに作曲者がバッハではなく , 同時代の別の作曲家ではないかとする論もある．本論は , バッハの死後 , 弟子
の一人ゲルラッハが作成した楽譜資料を基に , 推論を繰り返しながら , この作品は聖トーマス教会音楽監督就
任の年にバッハが二重合唱形態により作曲したとの新たな見解を導きだし , その過程から , 彼がいかに次世代
の若者の育成にも情熱を注ぎ , 福祉や教育に関わっていたのか , 人間バッハの側面を辿り , さらに《BWV 50》
が 〈マタイ受難曲〉の試金石となり , 先駆をなしていることを証明したものである．































































































































































（Hans Leo Hassler 1562～1612），Ｈ.シュッツ（Heinrich 










　「Nun ist das Heil und die Kraft und das Reich und 
Macht unsers Gottes seines Christus worden, weil der 
verworen ist, der sie verklagete Tag und Nacht vor 
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小 節 １ 18 15 22 29 36 43 50 57
Trp. 1
Timp. ♩
Ob. ♪ 1vch 4 ♪ ♪ R
Vn.2,Va. 1 12 123 234 342 ♪ Ch. ♪ R
????Sop. 1 2 3 4 2
♪ R
Alt. 1 2 3 4 5） 5）
Ten. 1 2 3 4 2 3 4






Org. Bc. 1 2 ♪ ♪ ♪ 1 ♪ ♪ ♪ R
調性 D A D A D A e h ﬁ s
第 二 部
小 節  69 76 83 90 97 104 111 118 125 132
Trp. ♪ ♩ ♩ 1 ♪
♪♩
Timp. ♩ ♩ ♩ ♩ ♪
Ob. ♪ 1 21 321 ♪ 4ch ♪ ♪
R
Vn.2,Va. ♪ 2 1v3 1v4 ♪ ♪ ♪ ♪




1 2 3 4
Ch.Ten. 1 2 3
Bass. 1 2







Ten. 1v 2 3
Bass. 1v 4
Org. Bc. ♪ ♪ ♪ ♪ 1 ♪ ♪ ♪ ♪ R ♩
調性 D A D A D A D G D,g h,D
註
１　第１主題　
“Nun ist das Heil und die Kraft und das Reich 
und das Reich und die Macht unsers Gottes 
seines Christus worden，” 
２  第２主題　
“Weil der verworfen ist，der sie verklagete”
３  第３主題　
“Verklagete， der sie Tag und Nacht vor Gott”
４  第４主題　
“Gott， der sie verklagete Tag und Nacht vor 
Gott”
５  第５主題　
“Weil der verworfen ist， der sie verklagete”

























がら，伴奏の Trp. Ob. St. は，ともに８分，16 分音符型 









　第二部の 97 と 111 を対比すると， 97 の第一合唱が
Bass．から第１, ２, ３, ４主題に対して，第二合唱でも
Bass．から第１（ inv．）, ２, ３, ４主題で，111からは第
一合唱の Sop．が第１（ inv．）主題となり，第二合唱は










風の29は Trp. が第１主題を奏し，第一合唱が Bass．か
ら第５, ４, ３, ２主題を合唱し，43では，ホ長調で第二
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Nun ist das Heil und die Kraft und das
Nun ist das Heil und die Kraft und das
Nun ist das Heil und die Kraft und das












が第１主題を Ob.1 を伴って最高音の２点 a 音まで上げ，










いた．《BWV 50》では , 90から第一，第二合唱の Alt. が，




















（１） BWV 15 〈Es erhub sich ein Streit いさかいは起
これり〉
楽器編成：３Trp. Timp. 2Vn.Va. Bc．
初演：1726 年９月 29 日
（２） BWV 130 〈Herr Gott,dich loben alle wir 主なる神
よ我らみな汝をたたえん〉
楽器編成：３Trp. Timp. Fl. 3Ob. 2Vn. Va. Bc．
初演：1724 年９月 29 日
（３） BWV 149 〈Man singet mit Freuden vom Sieg 人
は喜びもて勝利の歌をうたう〉
楽器編成：３Trp. Timp. Ob. Fg. 2Vn. Va. Bc．
初演：1728, あるいは 29 年９月 29 日
　聖ミカエルの祝日は９月 29 日であり，「カンタータ」
の楽器編成も３Trp. Timp. が共通である．バッハは就
任の年，1723 年の聖ミカエルの祝日９月 29 日に間に
合うように，《BWV 50》を作曲したのは間違いないで
あろう．《BWV 50》の Trp. は，自然倍音以外の音をた
くさん使っているが金管楽器奏者 G. ライヘ（Gottfried 
Reiche 1667～1734）との遭遇から，作曲の可能性を拡






ないだろう．バッハが着任した 1723 年７月 18 日，郵
便局長の未亡人ヨハンナ・マリア・ケーゼの追悼礼拝
が行われ，モテット BWV 227 〈Jesu meine Freude イ
エス わが喜び〉をこの機会のために作曲し，カントル
就任とともにライプツィヒ大学音楽監督に就き，BWV 
20 〈O Ewigkeit，du Donnerwort おお永遠よ 汝恐ろし
き言葉〉を作曲，８月 30 日には市参事会員交代式典の
一環としてカンタータ BWV 119 〈Preise,Jerusalem,den 
Herren エルサレムよ 主をたたえよ〉 を披露した．その
前日にはカンタータ BWV 25 〈Es ist nichts Gesundes 
an meinem Leibe わがからだ健やかならず〉が演奏さ
れ，翌週にはカンタータ BWV 138 〈Warum berübst 






















（１） BWV 225 〈Singet dem Herrn eim neues Lied 主
に向かって新しい歌をうたえ〉　
7J.S.Ｂachの若き者へのまなざし
作曲年代：1726 ～ 27 年
（２） BWV 226 〈Der Geist hilft unser Schwacheit auf 
聖霊はわれらの弱きを助けたもう〉
作曲年代： 1729 年 10 月 20 日聖トーマス学校長エ
ルネスティの葬儀
（３） BWV 228 〈Fürchte dich nicht, ich bin bei dir 恐れ
るなかれ われ汝とともにあり〉
作曲年代：1726 年　



































（１） BWV 21 〈Ich hatte viel Bekümmernis この身は多
くの憂いがあった〉
初演：1723 年６月 13 日
　第 11 曲 ハ長調４分の４拍子，Grave に続く Allegro
の 12 から Bass. Ten. Alt. Sop. の低声から順列フーガ
を solo で 歌 い， 主 題 の 歌 詞 は「Lob und Ehre und 
Preis und Gewalt sei unsern Gott von Ewigkeit zu 
Ewigkeit． 賛美と誉れと賞賛と力 われらが神にあれ 永
遠から永遠へと」である．第２主題の歌詞は「Amen」，
第３主題は「Alleluija !」で , 25から合唱で繰り返され，
Trp. Timp. を伴った壮大な神を賛美する曲である．
（２）BWV 47 〈Wer sich serbst erhöhet,der soll 
erniedringet werden 高ぶる者は低くせらるべし〉
初演：1726 年 10 月 13 日
　第１曲ト短調２分の２拍子，Allegro の 45から Ten.





りばめられ , ２度目の順列フーガは104から Sop.Alt.Ten．
Bass. の高声から低声の順に主題を，同じ歌詞で重ねる．
（３）BWV 71 〈Gott ist mein König 神はわが王なり〉
初演：1708 年２月４日
　第７曲ハ長調 , ２度目の２分の３拍子，Allegro から
Sop. Alt. Ten. Bass. の順に４小節の主題が独唱群によっ





（４） BWV 105 〈Herr, gehe nicht ins Gericht 主よ 汝の
しもべを裁くことなかれ〉
初演：1723 年７月 25 日
　第１曲は２部構成，前半が「gehe nicht ins Gericht
裁かないで下さい」と懇願に始まり，後半 47 から
g moll, ２分の２拍子 Allegro，ここから５小節の主題
による順列フーガが，Ten. Bass. Sop. Alt. と内声から
外声，内声の順で開始される．「denn vor dir wird kein 
Lebendiger gerecht．あなたの前では 生きとし生ける
何者も義とされないのですから」と通奏低音を伴奏に４
つの主題を完成し , ２回目は Bass. Ten. Alt. Sop. と低声

















　29で第二合唱がコラール風，第一合唱が Bass. から 
第５, ４, ３, ２主題，104でも第二合唱がコラール風とな
り，第一合唱の Bass. から第２, ３, ４, ５主題，112では
第一合唱がコラール風になり，第二合唱の Bass. から第
４, ３, ５, ２主題となる．コラール風の合唱には「unsers 
Gottes　我々の神」の歌詞が含まれている．
〈マタイ受難曲〉









　第一合唱が 69「Nun ist das Heil 今や神の救いと」を，
第二合唱が 70「und die Kraft 支配」と，さらに 第一合































　 第 36a 曲 大 祭 司 が「Ich beschwöre dich bei dem 
lebendigen Gott，daß du uns sagest，生ける神の名に
おいて」の質問に，イエスは肯定し，また人々に感想を
求める．「Er ist des Todes schuldig!この男は死に値する」
の叫びの後，通奏低音の休符をもつ短音の音型に導入
Nun ist das Heil und das
Nun ist das Heil und das
Nun ist das Heil und das













sebt ihnBräu-ti- als wie ein
Lamm, se het den sebt ihnBräu-ti- als wie ein








den sebt ihnBräu-ti- als wie ein
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消えた」の象徴なのか．その後の「Eröﬀ ne den feurigen 



















第二部も同様に g-gis-a-d はニ長調の T-S-D-T と同じ終
止形となっている．
weil der ver - wor-fen ist, der sie ver -
weil der ver - wor-fen ist, der sie ver -
weil der ver - wor-fen ist, der sie ver -






weil der ver wor-fen- ist,
weil der ver wor-fen- ist,
weil der ver wor-fen- ist,
Wol - ken ver- schwun-den?
Wol - ken ver- schwun-den?
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- ken ver schwun-den? Er -




-ver schwun-den? Er -
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